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令
和
3（
2
0
2
1
）年
、高
知
県
は
新
し
い『
高
知
県

史
』の
編
さ
ん
に
着
手
し
ま
し
た
。20
年
に
及
ぶ
壮
大
な

事
業
は
、ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
す
が
、令
和
9

（
2
0
2
7
）年
春
に
は
、最
初
の
巻
と
し
て
近
世
の「
資
料

編
」を
発
刊
し
、以
降
十
数
年
に
わ
た
り
、総
計
32
巻
程
度
の

21
世
紀
の『
高
知
県
史
』が
順
次
刊
行
さ
れ
る
計
画
で
す
。

こ
の
う
ち
近
代
部
会
は
、廃
藩
置
県（
1
8
7
1
年
）か
ら

第
2
次
世
界
大
戦
の
敗
戦（
1
9
4
5
年
）ま
で
の
70
年
余

り
を
扱
い
、「
資
料
編
」3
巻
と「
本
編（
通
史
編
）」2
巻
を
発

刊
す
る
予
定
で
す
。50
年
ほ
ど
前
に
出
た
前
回
の『
高
知
県

史
近
代
史
料
編
』と『
近
代
編（
本
編
）』は
、紙
数
の
制
約
も

あ
り
、内
容
面
で
は
政
治
史
中
心
、地
域
性
の
面
で
は
高
知

市
偏
重
が
色
濃
い
構
成
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
に
対
し

今
回
は
、政
治
史
に
加
え
経
済
史
、社
会
史
、文
化
史
な
ど

各
分
野
の
専
門
委
員
を
配
置
し
た
ほ
か
、各
市
町
村
の
悉

皆
的
な
調
査
に
取
り
組
み
、幅
広
い
視
点
で
の
編
さ
ん
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
県
史
を
成
就
さ
せ
る
に
は
、県
内
関
係
機
関
の
協

力
が
必
要
で
す
。特
に
近
代
史
の
編
さ
ん
に
は
、所
蔵
す
る

資
料
の
量
や
質
、研
究
成
果
の
蓄
積
か
ら
考
え
て
も
、自
由

民
権
記
念
館
と
の
連
携
は
不
可
欠
で
す
。こ
れ
ま
で
も
近
代

部
会
で
は
、同
館
を
会
場
に
全
委
員
参
加
の
合
同
調
査
を

実
施
し
、「
資
料
編
」へ
の
掲
載
を
念
頭
に
同
館
所
蔵
資
料
の

翻
刻
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
調
査
に
は
、県
外
の
大
学
院
生
が
参
加
し
た
ほ
か
、

県
内
の
大
学
生
も
歴
史
資
料
調
査
隊
と
し
て
加
わ
り
ま
し

た
。長
い
編
さ
ん
事
業
に
は
、時
宜
を
得
た
人
員
の
投
入
が

不
可
欠
で
す
。こ
の
中
か
ら
県
史
編
さ
ん
を
担
う
新
た
な
人

材
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
し
い『
高
知
県
史
』

近
代
の
編
さ
ん
に
つ
い
て

高
知
県
文
化
生
活
部
歴
史
文
化
財
課

県
史
編
さ
ん
室
専
門
員
　
坂
本
靖

高知市立自由民権記念館紀要は第27号よりHP上で
の電子公開となっており、どなたでも無料で御覧いた
だけます。

高知市立自由民権記念館紀要第26号に掲載の「植村
省馬関係資料目録」について、同一資料を2か所（請求
記号H-340とH-472、請求記号H-341とH-473）
で掲載していることが判明したため、請求記号
H-340、H-341を欠番とします。

高知市立自由民権記念館紀要
電子公開のお知らせ

高知近代史研究会第121回研究会報告
2025年2月15日（土）の研究会は「大江卓と中江兆民―天衣無縫
のヒューマニズム」と題し、当館・高知近代史研究会・早稲田大学台湾研
究所との共催で開催しました。『大江卓の研究』で第33回高知出版学術
賞を受賞した大西比呂志氏、『兆民先生他八篇』での解説が評判の梅森
直之氏による講演のほか、後半のシンポジウムでは、共催団体より早稲
田大学台湾研究所の平川幸子氏、高知近代史研究会の中村茂生会長、
当館館長が登壇し、講師のお二人と活発な意見交換を行いました。会場
やZoom配信で御参加いただ
いたみなさま、早稲田大学台
湾研究所をはじめとする関係
者のみなさまに御礼申し上げ
ます。

行 事 予 定 ◆は当館内自由民権記念館友の会事務局にお問い合わせください。（春・夏） 予定は変更になる場合があります。詳しくは自由民権記念館までお問い合わせください。

7月26日（土）14：00～15：30

■高知近代史研究会・第123回研究会
「村野藤吾と高知県知事公邸」
講師：北山めぐみ氏（高知工業高等専門学校ソーシャルデザイン学科准教授）
会場：１階民権ホール

4月29日（火・祝）15：00～16：00

◆自由民権記念館友の会総会・記念報告会
「高知県史編さん事業の概要について」
講師：目良裕昭氏(県歴史文化財課・県史編さん室チーフ）

「高知県史近代部会の取り組みについて」
講師：坂本靖氏(同・県史編さん室近代部会担当専門員）
会場：１階研修室
※総会 13：30～15：00

５月17日（土）10：00～15：00

板垣退助誕生から188年―板垣はヒーローだ！―
会場：１階アトリウム・民権ホール
ジビエ部
・講演会　10：30～11：00
　板垣に関する新商品（7月21日～販売開始）のPRとプレゼンを行います。
・商品販売　11：00～15：00
　商業高生が開発したジビエ商品を販売します。
ダンス部
・公演　14：00～14：30
　自由と板垣退助をテーマに創作ダンスを行います。

4月27日（日）10：00～11：00／13：00～14：00

講師：竹村愛氏（竹村活版室）
会場：１階研修室
対象：小・中・高校生

■企画展「わたしのまちの自由民権」関連行事
活版印刷を体験してみよう！

申込不要

申込不要

申込不要

開催中～6月1日（日）

■企画展
「わたしのまちの自由民権」
会場：2階特別展示室
※常設展・企画展共通観覧券が必要
※4月１日（火）は展示替えのため休室

７月21日（月・祝）10：30～13：30
板垣の好物から着想を得て開発した新商品の
キックオフイベントを行います。
ジビエ部　発表会　10：30～11：30
　　　　　販売会　11：30～13：30

7月下旬　10：00～12：00

■夏休み子ども歴史教室
小中学生が、館内で自由民権運動に関するクイズラリーに挑戦
※学校を通じて申込受付

ワークショップ
４月19日（土）貯金箱を作ろう！

ビーズアクセサリーを作ろう！
風鈴を作ろう！
万華鏡を作ろう！
工作をしよう！
薬箱を作ろう！

５月24日（土）
６月14日（土）
７月26日（土）

９月13日（土）
８月23日（土）

定員：各回15名
参加費：500円
会場：１階研修室

※参加者対象の
　クイズラリーあり

午前の部  10：00～12：00
午後の部  14：00～16：00

要電話
予約

□ 全国みんけん連高知大会報告
□ 企画展「わたしのまちの自由民権」開催中！
□ 第25回社会科自由研究作品展報告
□ 資料紹介 植木枝盛『民権自由論』

目録訂正のお知らせ

高知県史編さん近代部会の調査風景高知県史編さん近代部会の調査風景

6月21日（土）14：00～16：00

■高知近代史研究会総会・第122回研究会
「土佐と台湾ー産業創成に渡った人 （々仮）」
講師：平川幸子氏（早稲田大学台湾研究所客員上級研究員）
会場：１階民権ホール
※総会 13：30～13：50

民権家・横山又吉が初代校長を務めた高知商業高等学校との
コラボ企画を実施します。

コラボ企画 板垣デイズ

5月21日生

7月16日没
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会
に
先
立
ち
福
井
代
表
が「
そ
れ
に

し
て
も
何
か
と
元
気
が
出
な
い
日
本

で
あ
り
わ
た
し
た
ち
で
あ
り
ま
す
。本

大
会
は『
民
権
１
５
０
年
』を
高
知
か

ら
始
め
る
こ
と
で
、か
つ
て
の『
天
下
の

元
気
を
鼓
舞
』す
る
こ
と
を
欲
す
る
と

い
う『
民
撰
議
院
設
立
建
白
書
』の
む

す
び
に
あ
る
言
葉
を
思
い
起
こ
し
、大

胆
に
実
践
す
る
、多
い
な
る
機
会
」に

し
た
い
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ヨ
ー
ス
・
ジ
ョ
エ
ル
氏
は
、坂
崎
斌
に
つ

い
て「
普
通
の
人
々
の
目
線
を
大
事
に
―

言
葉
の
力
を
信
じ
よ
う
、そ
う
発
信
し
続

け
た
こ
と
が
、自
由
民
権
運
動
の
主
役
た

ち
の
そ
れ
に
お
と
ら
な
い
、バ
イ
プ
レ
ー

ヤ
ー
坂
崎
斌
の
大
き
な
貢
献
で
あ
る
。」と

指
摘
し
ま
し
た
。

髙
木
翔
太
氏
の
報
告
で
は
、高
知
県
内

の
結
社
が
民
権
派
と
反
民
権
派
に
分
か
れ

対
立
す
る
原
因
を
、国
家
と
憲
法
に
関
す

る
主
張
の
違
い
に
着
目
し
て
検
討
し
、立
憲

政
体
に
対
し
て
主
張
が
異
な
る
背
景
に
、西

洋
化
の
受
容
と
天
皇
の
意
思
の
捉
え
方
が

関
係
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

汲
田
美
砂
氏
の
報
告
で
は
、明
治
七
年

の「
民
撰
議
院
」に
か
か
わ
る
投
書
・
論
説

で
は
、外
交
内
政
問
わ
ず
、政
府
の
動
向
が

意
に
染
ま
な
い
と
き
に
、時
事
問
題
と
併
記

す
る
か
た
ち
で「
民
撰
議
院
設
立
」の
必
要

性
が
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
、こ
れ
が
論
争

が
長
く
続
い
た
一
因
で
あ
る
と
指
摘
し
ま

し
た
。

平田オリザ氏「中江兆民の時代」
10月19日（土）民権ホール
平田氏は、兆民の『三酔人経綸問答』を「日本で初めての対話の書」と評価し、
民主主義における「対話」の重要性を説き、また龍馬、兆民、秋水らを、
意見や文章にユーモア、余裕があり「土佐のおおらかなリベラリズム」と
指摘しました。

自
由
民
権
１
５
０
年
の
開
幕
を
土
佐
か
ら

全
国
み
ん
け
ん
連
高
知
大
会
報
告

令
和
6
年
１０
月
１９
・
２０
日
に
全
国
自
由
民
権
研
究
顕
彰
連
絡
協
議
会（
全
国
み
ん

け
ん
連
）・
高
知
近
代
史
研
究
会
・
当
館
が
共
催
で
開
催
し
た
全
国
み
ん
け
ん
連
高

知
大
会
の
報
告
を
し
ま
す
。

高知県立高知城歴史博物館学芸員　髙木　翔太氏

全国みんけん連代表　福井　淳氏

10月19日（土）　会場：民権ホール　参加者88名

10月20日（日）  佐川町を巡るバスツアー  参加者27名

開会挨拶　高知大会実行委員長　筒井秀一
市長挨拶　高知市長　桑名龍吾
来賓挨拶　「民権150年」高知県実行委員会
　　　　　世話人代表　田中全
自由民権150年に向けた呼びかけ
　　　　　全国みんけん連代表　福井淳

記念講演

研究報告

質疑・討論

「裁判官、新聞記者、囚人
 『ー松本新聞』で見る坂崎斌の松本時代とその後」
高知県立大学教授　ヨース・ジョエル

「国会開設に関する高知県各社の相違」
高知県立高知城歴史博物館学芸員　髙木翔太
「明治7年民撰議院論争を巡って」
高知市立自由民権記念館学芸員・　
奈良女子大学大学院博士後期課程　汲田美砂

司会　高知近代史研究会会長　中村茂生

全国の研究・顕彰会・機関からの報告
「高知市立自由民権記念館友の会
　　　　　　　　　　　　　35年間の取り組み」
高知市立自由民権記念館友の会会長　岡林登志郎
「河野広中没後100年記念事業と
　　　　　　　　　　　　 河野家資料について」
三春町歴史民俗資料館・自由民権記念館館長　平田禎文

閉会挨拶　全国みんけん連顧問　新井勝紘

青山文庫の学芸員解説による青山文庫見学
さかわ観光協会のまち歩きガイドによる佐川町内巡見

27名の参加で佐川町を訪
問しました。
佐川町立青山文庫では学
芸員の解説を聞き、ガイド
さんの案内で、牧野富太
郎生家跡、旧青山文庫な
どまち歩きを楽しみました。

エクスカーション　10月20日　バスツアー

旧青山文庫の建物

平田オリザ氏

高知県立大学教授　ヨース・ジョエル氏

平田禎文三春町歴史民俗
資料館・自由民権記念館
館長から、福島県における
河野広中没後１００年記
念諸事業と「河野家文書」
の現在について報告があ
りました。全国の研究・顕彰会・機関からの報告2

新井勝紘全国みんけん連
顧問は、若手研究者の積
極的な研究報告があった
高知大会から、全国の自
由民権研究・顕彰をさら
に盛り上げていきたい、と
閉会の挨拶をされました。

閉会挨拶

岡林登志郎当館友の会会
長から、友の会が1990年
に結成されて以来の、長き
にわたる地域に根差した
諸活動が報告されました。

全国の研究・顕彰会・機関からの報告1

中村茂生高知近代史研究
会会長の司会で、会場か
らの質疑応答、報告者間
の意見交換を行い、報告
内容を深めました。

質疑・討論

大会
次第

自由民権150年記念講演会

研
究
報
告

自
由
民
権
1
5
0
年
に

向
け
た
呼
び
か
け

記
念
講
演

 JIYU NO TOMOSHIBI  vol.98 2 JIYU NO TOMOSHIBI  vol.983



会
に
先
立
ち
福
井
代
表
が「
そ
れ
に

し
て
も
何
か
と
元
気
が
出
な
い
日
本

で
あ
り
わ
た
し
た
ち
で
あ
り
ま
す
。本

大
会
は『
民
権
１
５
０
年
』を
高
知
か

ら
始
め
る
こ
と
で
、か
つ
て
の『
天
下
の

元
気
を
鼓
舞
』す
る
こ
と
を
欲
す
る
と

い
う『
民
撰
議
院
設
立
建
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書
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む

す
び
に
あ
る
言
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を
思
い
起
こ
し
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胆
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な
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会
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し
た
い
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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言
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の
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よ
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発
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し
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た
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と
が
、自
由
民
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運
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の
主
役
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ち
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な
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ヤ
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崎
斌
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大
き
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貢
献
で
あ
る
。」と
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摘
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。

髙
木
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氏
の
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で
は
、高
知
県
内

の
結
社
が
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権
派
と
反
民
権
派
に
分
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れ

対
立
す
る
原
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を
、国
家
と
憲
法
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関
す

る
主
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の
違
い
に
着
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し
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し
、立
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捉
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し
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を
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し
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た
。
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で
は
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」に
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書
・
論
説

で
は
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交
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ず
、政
府
の
動
向
が

意
に
染
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な
い
と
き
に
、時
事
問
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と
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る
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た
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て
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る
、こ
れ
が
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た
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因
で
あ
る
と
指
摘
し
ま

し
た
。

平田オリザ氏「中江兆民の時代」
10月19日（土）民権ホール
平田氏は、兆民の『三酔人経綸問答』を「日本で初めての対話の書」と評価し、
民主主義における「対話」の重要性を説き、また龍馬、兆民、秋水らを、
意見や文章にユーモア、余裕があり「土佐のおおらかなリベラリズム」と
指摘しました。

自
由
民
権
１
５
０
年
の
開
幕
を
土
佐
か
ら

全
国
み
ん
け
ん
連
高
知
大
会
報
告

令
和
6
年
１０
月
１９
・
２０
日
に
全
国
自
由
民
権
研
究
顕
彰
連
絡
協
議
会（
全
国
み
ん

け
ん
連
）・
高
知
近
代
史
研
究
会
・
当
館
が
共
催
で
開
催
し
た
全
国
み
ん
け
ん
連
高

知
大
会
の
報
告
を
し
ま
す
。

高知県立高知城歴史博物館学芸員　髙木　翔太氏

全国みんけん連代表　福井　淳氏

10月19日（土）　会場：民権ホール　参加者88名

10月20日（日）  佐川町を巡るバスツアー  参加者27名

開会挨拶　高知大会実行委員長　筒井秀一
市長挨拶　高知市長　桑名龍吾
来賓挨拶　「民権150年」高知県実行委員会
　　　　　世話人代表　田中全
自由民権150年に向けた呼びかけ
　　　　　全国みんけん連代表　福井淳

記念講演

研究報告

質疑・討論

「裁判官、新聞記者、囚人
 『ー松本新聞』で見る坂崎斌の松本時代とその後」
高知県立大学教授　ヨース・ジョエル

「国会開設に関する高知県各社の相違」
高知県立高知城歴史博物館学芸員　髙木翔太
「明治7年民撰議院論争を巡って」
高知市立自由民権記念館学芸員・　
奈良女子大学大学院博士後期課程　汲田美砂

司会　高知近代史研究会会長　中村茂生

全国の研究・顕彰会・機関からの報告
「高知市立自由民権記念館友の会
　　　　　　　　　　　　　35年間の取り組み」
高知市立自由民権記念館友の会会長　岡林登志郎
「河野広中没後100年記念事業と
　　　　　　　　　　　　 河野家資料について」
三春町歴史民俗資料館・自由民権記念館館長　平田禎文

閉会挨拶　全国みんけん連顧問　新井勝紘

青山文庫の学芸員解説による青山文庫見学
さかわ観光協会のまち歩きガイドによる佐川町内巡見

27名の参加で佐川町を訪
問しました。
佐川町立青山文庫では学
芸員の解説を聞き、ガイド
さんの案内で、牧野富太
郎生家跡、旧青山文庫な
どまち歩きを楽しみました。

エクスカーション　10月20日　バスツアー

旧青山文庫の建物

平田オリザ氏

高知県立大学教授　ヨース・ジョエル氏

平田禎文三春町歴史民俗
資料館・自由民権記念館
館長から、福島県における
河野広中没後１００年記
念諸事業と「河野家文書」
の現在について報告があ
りました。全国の研究・顕彰会・機関からの報告2

新井勝紘全国みんけん連
顧問は、若手研究者の積
極的な研究報告があった
高知大会から、全国の自
由民権研究・顕彰をさら
に盛り上げていきたい、と
閉会の挨拶をされました。

閉会挨拶

岡林登志郎当館友の会会
長から、友の会が1990年
に結成されて以来の、長き
にわたる地域に根差した
諸活動が報告されました。

全国の研究・顕彰会・機関からの報告1

中村茂生高知近代史研究
会会長の司会で、会場か
らの質疑応答、報告者間
の意見交換を行い、報告
内容を深めました。

質疑・討論

大会
次第

自由民権150年記念講演会

研
究
報
告

自
由
民
権
1
5
0
年
に

向
け
た
呼
び
か
け

記
念
講
演
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み
な
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
！

ぼ
く
の
名
前
は
、「
み
ん
犬
」。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、ぼ
く
が
、

こ
の
展
示
の
魅
力
や
楽
し
み
方
を
、

た
く
さ
ん
お
伝
え
す
る
よ
！

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ね
。

け
ん

み
り
ょ
く

こ
の
企
画
展
で
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
、

自
由
民
権
運
動
に
関
す
る

き
ち
ょ
う
な
モ
ノ
を
た
く
さ
ん

見
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
。

た
と
え
ば
…

こ
の
ほ
か
に
も
、

楽
し
み
方
は
い
っ
ぱ
い
！

こ
の
ほ
か
に
も
、

楽
し
み
方
は
い
っ
ぱ
い
！

お
と
な
の
方
へ

受
付
で
も
ら
え

る「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

シ
ー
ト
」を
使
っ

て
、館
内
に
か
く
さ

れ
た
４
つ
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
挑
戦
し

よ
う
。ク
リ
ア
し
た

き
み
に
は
、プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
る
よ
！

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、高
校
生
以
下
の
方
が
対
象
で
す
。

板
垣
退
助
さ
ん
と
楠
瀬
喜
多
さ
ん
が

展
示
に
つ
い
て
解
説
し
て
く
れ
る「
退
助

さ
ん
と
喜
多
さ
ん
の
民
権
思
い
出
話
」

を
、無
料
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ「
ポ
ケ
ッ
ト
学
芸
員
」で
聞
く
こ
と
が

で
き
る
よ
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、企
画
展
に
展

示
さ
れ
て
い
る
モ
ノ
の
な
か
か
ら
、５
つ

の
お
た
か
ら
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い

る
よ
。各
部
門
に
ふ
さ
わ
し
い「
お
た
か

ら
」を
選
ん
で
、

投
票
し
よ
う
！

こ
の
企
画
展
は
、こ
れ
ま
で
に
御
来
館

い
た
だ
い
た
お
客
様
の
声
を
も
と
に
企
画

し
た
、子
ど
も
向
け
の
企
画
展
で
す
。高
知

の
自
由
民
権
運
動
に
つ
い
て
、子
ど
も
た

ち
に
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
た
だ
け
ま

す
。ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、お
子
さ
ん
や
お
孫

さ
ん
と
一
緒
に
御
来
館
く
だ
さ
い
。

めざせ 
博学連携！

令
和
六
年
度
事
業
報
告

「
教
員
の
た
め
の
博
物
館
の
日
」を

　
　
　
　
　
　
　

  

開
催
し
ま
し
た
！

期
間
：
令
和
7
年
1
月
25
日（
土
）〜
6
月
1
日（
日
）

　
　
　※
4
月
1
日（
火
）は
展
示
替
え
の
た
め
お
休
み
で
す
。

会
場
：
2
階

　特
別
展
示
室

て
ん
じ
が

約
1
5
0
年
前
に
は
じ
ま
っ
た
、自
由
民
権
運
動
。そ
の
中

心
は
、板
垣
退
助
を
は
じ
め
と
す
る
高
知
の
人
々
で
し
た
。

運
動
は
、ど
ん
な
ふ
う
に
行
わ
れ
た
ん
だ
ろ
う
？
ど
う
い

う
人
た
ち
が
参
加
し
た
ん
だ
ろ
う
？

「
わ
た
し
の
ま
ち
」の
大
切
な
歴
史
、自
由
民
権
運
動
に
つ

い
て
、い
っ
し
ょ
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

じ
ゆ
う
み
ん
け
ん
う
ん
ど
う

じ
ゆ
う
み
ん
け
ん
う
ん
ど
う

い
た
が
き
た
い
す
け

立
志
社
が
考
え
た
憲
法
の
案
だ
よ
。

当
時
の
案
が
こ
う
し
て
今
に
伝
わ
っ
て

い
る
の
は
、と
て
も
め
ず
ら
し
い
ん
だ
。

け
ん
ぽ
う

り
っ
し
し
ゃ

高
知
市
出
身
の
民
権
家
・
植
木
さ
ん

が
、選
挙
に
出
る
た
め
の
手
続
を
、地
元

の
仲
間
に
お
願
い
す
る
手
紙
だ
よ
。植
木

さ
ん
は
当
時
34
歳
。若
く
て
優
秀
で
、と

て
も
有
名
な
民
権
家
だ
っ
た
ん
だ
！

（
も
ち
ろ
ん
、そ
の
後
の
選
挙
で
も
当
選

し
て
い
る
よ
。）

み
ん
け
ん
か

わ
か

ゆ
う
し
ゅ
う

自
由
民
権
運
動
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

ろ
に
は
、「
自
由
」や「
民
権
」と
い
う
言

葉
が
と
て
も
は
や
っ
た
ん
だ
。

じ
ゆ
う
す
い

け
し
ょ
う
す
い

い
た
が
き
た
い
す
け

く
す
の
せ
き
た

た
い
す
け

み
ん
け
ん

き
た

が
く
げ
い
い
ん

「
教
員
の
た
め
の
博
物
館
の
日
」は
、学
校
の
先
生
方
に「
博
物
館
に
親

し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
」、「
博
物
館
の
学
習
資
源
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
」を
目
的
と
し
て
、国
立
科
学
博
物
館
が
２
０
０
８
年
に
始
め
た

イ
ベ
ン
ト
で
す
。今
年
は
全
国
６０
館
以
上
の
博
物
館
が
参
加
・
開
催
し
て

お
り
、当
館
も「
学
校
現
場
で
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
の
思
い
か

ら
、今
年
度
初
め
て
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、１４
人
の
先
生
方
に
御
参
加
い
た
だ
き
、館
長
に
よ
る
展
示
解

説
を
は
じ
め
、学
芸
員
か
ら
は
、団
体
観
覧
や
出
前
授
業
、資
料
画
像
の

活
用
な
ど
、学
校
現
場
に
お
け
る
当
館
の
活
用
方
法
を
具
体
的
に
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
が
、先
生
方
に
当
館
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、気
軽
に
来
館

い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、来
年
度
以
降
も
開
催
し
て
い
き
ま

す
。

①
な
ぜ
土
佐
か
ら
自
由
民
権
運
動
が
起

き
た
の
か
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

生
徒
に
少
し
で
も
自
由
民
権
運
動
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、出

前
授
業
の
活
用
な
ど
か
ら
検
討
し
て

み
た
い
で
す
。

②
多
く
の
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。展
示

解
説
が
あ
っ
た
こ
と
で
こ
れ
ま
で
気
に

と
め
て
い
な
か
っ
た
資
料
に
も
目
が

と
ま
り
、授
業
で
の
活
用
方
法
を
考
え

な
が
ら
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。郷
土
愛
を
育
む
こ
と
に
も
つ
な

が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

❶
日
本
憲
法
見
込
案
の
写
し

に
ほ
ん
け
ん
ぽ
う
み
こ
み
あ
ん

❷
植
木
枝
盛
の
手
紙

う
え
き
え
も
り

「
自
由
水
」 

と
い
う
化
粧
水

の
チ
ラ
シ

「
民
権
」 「
板
垣
」の
泥
め
ん
こ

ど
ろ

❸

● 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
戦

● 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
戦

● 

わ
た
し
の
ま
ち
の

　「
お
た
か
ら
」
コ
ン
テ
ス
ト

● 

わ
た
し
の
ま
ち
の

　「
お
た
か
ら
」
コ
ン
テ
ス
ト

家
族
や
お
友
だ
ち
と

い
っ
し
ょ
に

遊
び
に
来
て
ね
。

待
っ
て
る
よ
！

● 

音
声
ガ
イ
ド

● 

音
声
ガ
イ
ド

参
加
さ
れ
た
先
生
方
の
感
想

（
令
和
６
年
８
月
８
日
）

泥
め
ん
こ
は
、

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
の

子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
。

当
時
の
子
ど
も
た
ち
も
、

板
垣
さ
ん
の
こ
と

知
っ
て
い
た
の
か
な
？

ち
ょ
う
せ
ん

録音のようす
（協力：高知県青年団協議会）

ノミネート「おたから」

投票コーナー
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み
な
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
！

ぼ
く
の
名
前
は
、「
み
ん
犬
」。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、ぼ
く
が
、

こ
の
展
示
の
魅
力
や
楽
し
み
方
を
、

た
く
さ
ん
お
伝
え
す
る
よ
！

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ね
。

け
ん

み
り
ょ
く

こ
の
企
画
展
で
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
、

自
由
民
権
運
動
に
関
す
る

き
ち
ょ
う
な
モ
ノ
を
た
く
さ
ん

見
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
。

た
と
え
ば
…

こ
の
ほ
か
に
も
、

楽
し
み
方
は
い
っ
ぱ
い
！

こ
の
ほ
か
に
も
、

楽
し
み
方
は
い
っ
ぱ
い
！

お
と
な
の
方
へ

受
付
で
も
ら
え

る「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

シ
ー
ト
」を
使
っ

て
、館
内
に
か
く
さ

れ
た
４
つ
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
挑
戦
し

よ
う
。ク
リ
ア
し
た

き
み
に
は
、プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
る
よ
！

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、高
校
生
以
下
の
方
が
対
象
で
す
。

板
垣
退
助
さ
ん
と
楠
瀬
喜
多
さ
ん
が

展
示
に
つ
い
て
解
説
し
て
く
れ
る「
退
助

さ
ん
と
喜
多
さ
ん
の
民
権
思
い
出
話
」

を
、無
料
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ「
ポ
ケ
ッ
ト
学
芸
員
」で
聞
く
こ
と
が

で
き
る
よ
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、企
画
展
に
展

示
さ
れ
て
い
る
モ
ノ
の
な
か
か
ら
、５
つ

の
お
た
か
ら
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い

る
よ
。各
部
門
に
ふ
さ
わ
し
い「
お
た
か

ら
」を
選
ん
で
、

投
票
し
よ
う
！

こ
の
企
画
展
は
、こ
れ
ま
で
に
御
来
館

い
た
だ
い
た
お
客
様
の
声
を
も
と
に
企
画

し
た
、子
ど
も
向
け
の
企
画
展
で
す
。高
知

の
自
由
民
権
運
動
に
つ
い
て
、子
ど
も
た

ち
に
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
た
だ
け
ま

す
。ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、お
子
さ
ん
や
お
孫

さ
ん
と
一
緒
に
御
来
館
く
だ
さ
い
。

めざせ 
博学連携！

令
和
六
年
度
事
業
報
告

「
教
員
の
た
め
の
博
物
館
の
日
」を

　
　
　
　
　
　
　

  

開
催
し
ま
し
た
！

期
間
：
令
和
7
年
1
月
25
日（
土
）〜
6
月
1
日（
日
）

　
　
　※
4
月
1
日（
火
）は
展
示
替
え
の
た
め
お
休
み
で
す
。

会
場
：
2
階

　特
別
展
示
室

て
ん
じ
が

約
1
5
0
年
前
に
は
じ
ま
っ
た
、自
由
民
権
運
動
。そ
の
中

心
は
、板
垣
退
助
を
は
じ
め
と
す
る
高
知
の
人
々
で
し
た
。

運
動
は
、ど
ん
な
ふ
う
に
行
わ
れ
た
ん
だ
ろ
う
？
ど
う
い

う
人
た
ち
が
参
加
し
た
ん
だ
ろ
う
？

「
わ
た
し
の
ま
ち
」の
大
切
な
歴
史
、自
由
民
権
運
動
に
つ

い
て
、い
っ
し
ょ
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

じ
ゆ
う
み
ん
け
ん
う
ん
ど
う

じ
ゆ
う
み
ん
け
ん
う
ん
ど
う

い
た
が
き
た
い
す
け

立
志
社
が
考
え
た
憲
法
の
案
だ
よ
。

当
時
の
案
が
こ
う
し
て
今
に
伝
わ
っ
て

い
る
の
は
、と
て
も
め
ず
ら
し
い
ん
だ
。

け
ん
ぽ
う

り
っ
し
し
ゃ

高
知
市
出
身
の
民
権
家
・
植
木
さ
ん

が
、選
挙
に
出
る
た
め
の
手
続
を
、地
元

の
仲
間
に
お
願
い
す
る
手
紙
だ
よ
。植
木

さ
ん
は
当
時
34
歳
。若
く
て
優
秀
で
、と

て
も
有
名
な
民
権
家
だ
っ
た
ん
だ
！

（
も
ち
ろ
ん
、そ
の
後
の
選
挙
で
も
当
選

し
て
い
る
よ
。）

み
ん
け
ん
か

わ
か

ゆ
う
し
ゅ
う

自
由
民
権
運
動
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

ろ
に
は
、「
自
由
」や「
民
権
」と
い
う
言

葉
が
と
て
も
は
や
っ
た
ん
だ
。

じ
ゆ
う
す
い

け
し
ょ
う
す
い

い
た
が
き
た
い
す
け

く
す
の
せ
き
た

た
い
す
け

み
ん
け
ん

き
た

が
く
げ
い
い
ん

「
教
員
の
た
め
の
博
物
館
の
日
」は
、学
校
の
先
生
方
に「
博
物
館
に
親

し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
」、「
博
物
館
の
学
習
資
源
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
」を
目
的
と
し
て
、国
立
科
学
博
物
館
が
２
０
０
８
年
に
始
め
た

イ
ベ
ン
ト
で
す
。今
年
は
全
国
６０
館
以
上
の
博
物
館
が
参
加
・
開
催
し
て

お
り
、当
館
も「
学
校
現
場
で
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
の
思
い
か

ら
、今
年
度
初
め
て
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、１４
人
の
先
生
方
に
御
参
加
い
た
だ
き
、館
長
に
よ
る
展
示
解

説
を
は
じ
め
、学
芸
員
か
ら
は
、団
体
観
覧
や
出
前
授
業
、資
料
画
像
の

活
用
な
ど
、学
校
現
場
に
お
け
る
当
館
の
活
用
方
法
を
具
体
的
に
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
が
、先
生
方
に
当
館
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、気
軽
に
来
館

い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、来
年
度
以
降
も
開
催
し
て
い
き
ま

す
。

①
な
ぜ
土
佐
か
ら
自
由
民
権
運
動
が
起

き
た
の
か
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

生
徒
に
少
し
で
も
自
由
民
権
運
動
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、出

前
授
業
の
活
用
な
ど
か
ら
検
討
し
て

み
た
い
で
す
。

②
多
く
の
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。展
示

解
説
が
あ
っ
た
こ
と
で
こ
れ
ま
で
気
に

と
め
て
い
な
か
っ
た
資
料
に
も
目
が

と
ま
り
、授
業
で
の
活
用
方
法
を
考
え

な
が
ら
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。郷
土
愛
を
育
む
こ
と
に
も
つ
な

が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

❶
日
本
憲
法
見
込
案
の
写
し

に
ほ
ん
け
ん
ぽ
う
み
こ
み
あ
ん

❷
植
木
枝
盛
の
手
紙

う
え
き
え
も
り

「
自
由
水
」 

と
い
う
化
粧
水

の
チ
ラ
シ

「
民
権
」 「
板
垣
」の
泥
め
ん
こ

ど
ろ

❸

● 
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
戦

● 
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
戦

● 

わ
た
し
の
ま
ち
の

　「
お
た
か
ら
」
コ
ン
テ
ス
ト

● 

わ
た
し
の
ま
ち
の

　「
お
た
か
ら
」
コ
ン
テ
ス
ト

家
族
や
お
友
だ
ち
と

い
っ
し
ょ
に

遊
び
に
来
て
ね
。

待
っ
て
る
よ
！

● 

音
声
ガ
イ
ド

● 

音
声
ガ
イ
ド

参
加
さ
れ
た
先
生
方
の
感
想

（
令
和
６
年
８
月
８
日
）

泥
め
ん
こ
は
、

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
の

子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
。

当
時
の
子
ど
も
た
ち
も
、

板
垣
さ
ん
の
こ
と

知
っ
て
い
た
の
か
な
？

ち
ょ
う
せ
ん

録音のようす
（協力：高知県青年団協議会）

ノミネート「おたから」

投票コーナー
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聞
の
方
が
人
気
を
博
し
た
の
も
読
者
層
と

そ
の
厚
み
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。こ

う
し
た
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
て
、植

木
は
、よ
り
多
く
の
人
々
に
伝
え
る
こ
と

を
目
的
に
、最
適
な
表
現
方
法
と
し
て
口

語
的
な
文
章
と
漢
字
ひ
ら
が
な
に
よ
る
表

記
を
採
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。一
方
で
、

こ
う
し
た
文
章
表
記
は
、「
俗
」な
も
の
と

し
て
士
族
な
ど
知
識
人
を
自
負
す
る
人
々

か
ら
は
倦
厭
さ
れ
て
お
り
、民
権
家
た
ち

が
積
極
的
に
用
い
始
め
る
の
は
明
治
一
五

年
頃
と
、や
や
時
代
を
下
る
。『
民
権
自
由

論
』は
、大
衆
に
向
け
た
政
治
思
想
書
と
し

て
先
駆
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。

ま
た
、同
書
に
は
付
録
と
し
て
民
権
歌

謡
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る「
民
権
田
舎

歌
」の
歌
詞
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。当
時
の

人
々
に
親
し
ま
れ
た
節
に
の
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、新
し
い
思
想
で
あ
る
民
権
自
由

論
が
、政
治
に
関
心
の
な
い
人
々
に
ま
で

口
伝
で
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
っ
た

も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

【
参
考
文
献
】

*
家
永
三
郎「
解
題
」『
植
木
枝
盛
集
』第
一
巻
、

　岩
波
書
店
、平
成
二
年
。

*
山
本
正
秀『
言
文
一
致
の
歴
史
論
考
』、

　桜
楓
社
、昭
和
四
六
年
。

「
一
寸
御
免
を
蒙
り
ま
し
て
」と
、講
談

め
い
た
語
り
口
の
は
し
が
き
で
知
ら
れ

る
、植
木
枝
盛
の『
民
権
自
由
論
』。こ
れ
は

明
治
一
二
年
に
出
版
さ
れ
た
、植
木
に

と
っ
て
初
め
て
の
市
販
書
で
あ
っ
た
。こ

の
書
の
中
で
植
木
は
、「
自
由
権
利
」は
人

が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
と
す
る

天
賦
人
権
論
を
展
開
。人
民
の
自
主
自
由

と
憲
法
に
基
づ
い
た
政
治
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
説
い
て
い
る
。

ま
た
、『
民
権
自
由
論
』の
特
徴
は
そ
の

文
章
表
現
に
あ
る
。語
尾
に「
で
ご
ざ
る
」

「
あ
り
ま
す
」な
ど
を
用
い
た
口
語
体
で
記

さ
れ
、漢
字
に
は
全
て
ル
ビ
が
振
ら
れ
て

い
る
の
だ
。こ
こ
か
ら
、こ
の
本
の
想
定
読

者
は
、「
は
し
が
き
」で
、ま
ず
呼
び
か
け
た

百
姓
・
商
人
・
職
人
・
船
頭
な
ど
の
、士
族

階
級
以
外
の
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。と
い
う
の
も
当
時
、日
本
で
は
国

の
中
に
も
言
語
の
壁
が
存
在
し
て
い
た
か

ら
だ
。

明
治
初
期
に
は
、士
族
な
ど
は「
漢
字
カ

タ
カ
ナ
」を
主
と
し
、法
令
や
大
新
聞
な
ど

も
基
本
的
に「
漢
字
カ
タ
カ
ナ
」で
記
さ
れ

た
。し
か
し
、一
般
の
人
々
が
親
し
ん
で
い

た
の
は「
ひ
ら
が
な
」で
あ
り
、漢
字
の
読

み
書
き
は
出
来
な
い
人
も
多
か
っ
た
と
い

う
。漢
字
カ
タ
カ
ナ
・
文
語
体
で
書
か
れ
た

大
新
聞
と
比
し
て
、漢
字
ひ
ら
が
な
・
口
語

体
で
記
さ
れ
、総
ル
ビ
を
採
用
し
た
小
新

社
会
科
自
由
研
究
作
品
展
は
、当
館
開
館
10
周

年
を
記
念
し
て
始
ま
り
、今
年
で
25
回
目
と
な
り
ま

す
。今
回
も「
歴
史
・
人
物
」「
地
理
・
文
化
」な
ど
全

6
分
野
に
数
々
の
力
作
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
点
数
は
、小
学
校
29
校
、義
務
教
育
学
校

1
校
か
ら
、合
計
1
5
3
点
。見
ご
た
え
の
あ
る
作

品
の
中
か
ら
15 
点
を
自
由
民
権
記
念
館
特
別
賞
に

選
出
し
ま
し
た
。

1
月
25
日（
土
）に
は
表
彰
式
を
開
催
し
、自
由
民

権
記
念
館
特
別
賞
受
賞
者
や
そ
の
御
家
族
の
方
に

御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。お
祝
い
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、高
知
市
環
境
業
務
課
の
環
境
啓
発

ヒ
ー
ロ
ー「
環
境
選
隊
ク
リ
ー
ン
レ
ン
ジ
ャ
ー
」が

登
場
し
、大
い
に
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

な
お
、期
間
中
は
1
4
9
5
名
の
方
に
観
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
会
科
自
由
研
究
作
品
展
は
、当
館
開
館
10
周

年
を
記
念
し
て
始
ま
り
、今
年
で
25
回
目
と
な
り
ま

す
。今
回
も「
歴
史
・
人
物
」「
地
理
・
文
化
」な
ど
全

6
分
野
に
数
々
の
力
作
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
点
数
は
、小
学
校
29
校
、義
務
教
育
学
校

1
校
か
ら
、合
計
1
5
3
点
。見
ご
た
え
の
あ
る
作

品
の
中
か
ら
15 
点
を
自
由
民
権
記
念
館
特
別
賞
に

選
出
し
ま
し
た
。

1
月
25
日（
土
）に
は
表
彰
式
を
開
催
し
、自
由
民

権
記
念
館
特
別
賞
受
賞
者
や
そ
の
御
家
族
の
方
に

御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。お
祝
い
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、高
知
市
環
境
業
務
課
の
環
境
啓
発

ヒ
ー
ロ
ー「
環
境
選
隊
ク
リ
ー
ン
レ
ン
ジ
ャ
ー
」が

登
場
し
、大
い
に
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

な
お
、期
間
中
は
1
4
9
5
名
の
方
に
観
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令和７年１月18日（土）～２月24日（月・祝）期間 高知市教育研究会社会科部会共催

新札や最近の
出来事を書いていて
すごかったです。

（小学生）

分 野 学 校 学年 氏 名 作 品 名

環境

産業・交通

産業・交通

総合・体験

総合・体験

総合・体験

地域・福祉

地域・福祉

地域・福祉

地理・文化

地理・文化

地理・文化

歴史・人物

歴史・人物

歴史・人物

横浜新町小学校

横内小学校

高知大学教育学部附属小学校

介良潮見台小学校

高知大学教育学部附属小学校

秦小学校

一ツ橋小学校

小高坂小学校

介良潮見台小学校

高知大学教育学部附属小学校

初月小学校

久重小学校

朝倉小学校

高知大学教育学部附属小学校

横内小学校

6

2

5

3

5

5

2

4

5

2

5

6

4

6

6

片岡　彩花

茶畑　香緒

濵田　蓮斗

梶原　小町

西原　光太朗

原田　みの梨

中屋　圭佑

柏原　佑紀

黒瀬　和聡

𠮷田　光陽
富尾　篤人

山本　早穂子

山﨑　蒼大

加納　心和

茶畑　咲衣

ゴミの行方

どうろひょうしきのいみをしらべよう

とさでん交通で行こう！高知市のおすすめスポット！

「かならずおきる！南海トラフ地しん」～ひがいをへらすために～

シン・オリムピックばなし

ひいおばあちゃんの子ども時代

ほいくえんではたらくかんごしさんのおしごとをかんさつしたよ

校区の今と昔

どうして子ども食堂が続けられるか

こっきの自由けんきゅう

北栄町の一番星（コナン）

地域で採れた野菜で田舎ずしを作ろう

九州名城めぐり

私の先祖を探る

高知市の寺院の宗派

来年こんなの
してみたいね！と

親子で
盛り上がりました。

全作品、
がんばって調べ

まとめ上げた努力が、
すごく

伝わってきました。

◆
植
木
枝
盛

 『
民
権
自
由
論
』

ち
ょ
と
ご
め
ん

か
ふ
む

第25回  社会科自由研究作品展報告

来場者アンケートより

展示風景展示風景

近森コレクション
（個人蔵・当館寄託）

表彰式のアトラクション表彰式のアトラクション

自由民権記念館特別賞受賞者のみなさん自由民権記念館特別賞受賞者のみなさん

は
し
が
き

一
寸
御
免
を
蒙
り
ま
し
て
日
本
の
御
百
姓
様
日
本
の
御
商
売
人
様
日
本
の
御
細
工
人

職
人
様
其
外
士
族
様
御
医
者
様
船
頭
様
馬
か
た
様
猟
師
様
飴
売
様
お
乳
母
様
新
平

民
様
共
御
一
統
に
申
上
ま
す
る
。さ
て
あ
な
た
方
は
皆
々
御
同
様
に
一
つ
の
大
き
な
る

宝
を
。お
持
ち
で
ご
ざ
る
。こ
の
大
き
な
る
宝
と
は
何
ん
で
ご
ざ
る
歟
打
出
の
小
槌

か
。銭
の
な
る
樹
か
金
か
銀
か
珊
瑚
か
。だ
い
や
も
ん
ど
。か
但
し
ハ
別
品
の
女
房
を

云
ふ
か
才
智
す
ぐ
れ
た
る
児
子
の
事
か
。い
や
〳
〵
こ
ん
な
も
の
で
は
な
い
。ま
だ
是

等
よ
り
も
一
層
尊
ひ
一
つ
の
宝
が
ご
ざ
る
そ
れ
が
即
ち
自
由
の
権
と
申
す
も
の
じ
や
。

元
来
あ
な
た
方
の
自
由
権
利
は
仲
々
命
よ
り
も
重
き
も
の
に
て
自
由
が
無
け
れ
ば
生

き
て
も
詮
な
い
と
申
す
程
の
も
の
で
ご
ざ
る
。い
か
さ
ま
金
銀
や
珠
玉
の
話
し
で
は

あ
り
ま
す
ま
い
が
。さ
ら
ば
折
角
生
き
て
い
る
あ
な
た
方
。少
し
も
卑
屈
す
る
こ
と
な

く
此
民
権
を
張
り
自
由
を
伸
ぶ
る
が
。な
に
よ
り
の
肝
心
で
ご
ざ
ろ
ふ
。何
ぜ
と
な
ら

ば
幸
福
も
安
楽
も
民
権
を
張
り
自
由
を
伸
べ
ず
て
得
ら
る
ゝ
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
ば
こ
そ
今
此
の
書
中
に
は
右
の
民
権
を
張
り
自
由
を
伸
ぶ
べ
し
と
云
ふ
の
一
条

小
子
一
心
を
込
め
て
書
き
述
へ
た
れ
ば
。あ
な
た
方
も
亦
一
心
を
注
い
で
御
覧
下
さ
れ

　
明
治
十
二
年
三
月
十
日

　
　
三
千
五
百
万
の
末
弟

　
　
　
　
　
植
　
木
　
枝
　
盛
　
記

ち
ょ
と
ご
め
ん

し
ょ
く
に
ん
さ
ま

み
ん
さ
ま
と
も
ご
い
っ
と
う

ま
う
し
あ
げ

が
た

み
な
〳
〵
ご
ど
う
よ
う

ひ
と

お
ほ

た
か
ら

も

お
ほ

た
か
ら

な

か

う
ち
で

こ
づ
ち

ぜ
に

き

ぎ
ん

さ
ん
ご

た
ゞ

べ
つ
ひ
ん

に
よ
う
ぼ

き
ん

い

さ
い
ち

こ
ど
も

こ
と

こ
れ

ら

い
つ
そ
う
た
つ
と

ひ
と

た
か
ら

す
な
は

じ
ゆ
う

け
ん

ま
う

が
ん
ら
い

が
た

じ
ゆ
う
け
ん
り

な
か
〳
〵
い
の
ち

お
も

な

じ
ゆ
う

い

せ
ん

ま
う

ほ
ど

き
ん
ぎ
ん

し
ゆ
ぎ
よ
く

は
な

せ
っ
か
く
い

が
た

す
こ

ひ
く
つ

こ
の
み
ん
け
ん

は

じ
ゆ
う

の

か
ん
じ
ん

な

か
う
ふ
く

さ
い
わ
い

あ
ん
ら
く

み
ん
け
ん

は

じ
ゆ
う

の

え

こ
と

い
ま
こ

し
ょ
ち
ゅ
う

み
ぎ

み
ん
け
ん

は

じ
ゆ
う

の

い

い
ち
て
う

や
つ
か
れ
い
っ
し
ん

こ

か

の

が
た

い
っ
し
ん

ま
た

そ
ゝ

ご
ら
ん
く
だ

め
い
じ

ま
つ
て
い

し
る
す

そ
の
ほ
か
し
ぞ
く
さ
ま

お
い
し
ゃ
さ
ま

せ
ん
ど
う
さ
ま
う
ま

さ
ま

れ
う
し
さ
ま

あ
め
う
り
さ
ま

う
ば
さ
ま

し
ん
へ
い

に
つ
ぽ
ん

お
ん
ひ
ゃ
く
し
ょ
う
さ
ま
に
っ
ぽ
ん

に
っ
ぽ
ん

お
ん
し
ょ
う
ば
い
に
ん
さ
ま

お
ん
さ
い
く
に
ん

か
ふ
む
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聞
の
方
が
人
気
を
博
し
た
の
も
読
者
層
と

そ
の
厚
み
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。こ

う
し
た
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
て
、植

木
は
、よ
り
多
く
の
人
々
に
伝
え
る
こ
と

を
目
的
に
、最
適
な
表
現
方
法
と
し
て
口

語
的
な
文
章
と
漢
字
ひ
ら
が
な
に
よ
る
表

記
を
採
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。一
方
で
、

こ
う
し
た
文
章
表
記
は
、「
俗
」な
も
の
と

し
て
士
族
な
ど
知
識
人
を
自
負
す
る
人
々

か
ら
は
倦
厭
さ
れ
て
お
り
、民
権
家
た
ち

が
積
極
的
に
用
い
始
め
る
の
は
明
治
一
五

年
頃
と
、や
や
時
代
を
下
る
。『
民
権
自
由

論
』は
、大
衆
に
向
け
た
政
治
思
想
書
と
し

て
先
駆
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。

ま
た
、同
書
に
は
付
録
と
し
て
民
権
歌

謡
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る「
民
権
田
舎

歌
」の
歌
詞
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。当
時
の

人
々
に
親
し
ま
れ
た
節
に
の
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、新
し
い
思
想
で
あ
る
民
権
自
由

論
が
、政
治
に
関
心
の
な
い
人
々
に
ま
で

口
伝
で
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
っ
た

も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

【
参
考
文
献
】

*
家
永
三
郎「
解
題
」『
植
木
枝
盛
集
』第
一
巻
、

　岩
波
書
店
、平
成
二
年
。

*
山
本
正
秀『
言
文
一
致
の
歴
史
論
考
』、

　桜
楓
社
、昭
和
四
六
年
。

「
一
寸
御
免
を
蒙
り
ま
し
て
」と
、講
談

め
い
た
語
り
口
の
は
し
が
き
で
知
ら
れ

る
、植
木
枝
盛
の『
民
権
自
由
論
』。こ
れ
は

明
治
一
二
年
に
出
版
さ
れ
た
、植
木
に

と
っ
て
初
め
て
の
市
販
書
で
あ
っ
た
。こ

の
書
の
中
で
植
木
は
、「
自
由
権
利
」は
人

が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
と
す
る

天
賦
人
権
論
を
展
開
。人
民
の
自
主
自
由

と
憲
法
に
基
づ
い
た
政
治
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
説
い
て
い
る
。

ま
た
、『
民
権
自
由
論
』の
特
徴
は
そ
の

文
章
表
現
に
あ
る
。語
尾
に「
で
ご
ざ
る
」

「
あ
り
ま
す
」な
ど
を
用
い
た
口
語
体
で
記

さ
れ
、漢
字
に
は
全
て
ル
ビ
が
振
ら
れ
て

い
る
の
だ
。こ
こ
か
ら
、こ
の
本
の
想
定
読

者
は
、「
は
し
が
き
」で
、ま
ず
呼
び
か
け
た

百
姓
・
商
人
・
職
人
・
船
頭
な
ど
の
、士
族

階
級
以
外
の
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。と
い
う
の
も
当
時
、日
本
で
は
国

の
中
に
も
言
語
の
壁
が
存
在
し
て
い
た
か

ら
だ
。

明
治
初
期
に
は
、士
族
な
ど
は「
漢
字
カ

タ
カ
ナ
」を
主
と
し
、法
令
や
大
新
聞
な
ど

も
基
本
的
に「
漢
字
カ
タ
カ
ナ
」で
記
さ
れ

た
。し
か
し
、一
般
の
人
々
が
親
し
ん
で
い

た
の
は「
ひ
ら
が
な
」で
あ
り
、漢
字
の
読

み
書
き
は
出
来
な
い
人
も
多
か
っ
た
と
い

う
。漢
字
カ
タ
カ
ナ
・
文
語
体
で
書
か
れ
た

大
新
聞
と
比
し
て
、漢
字
ひ
ら
が
な
・
口
語

体
で
記
さ
れ
、総
ル
ビ
を
採
用
し
た
小
新

社
会
科
自
由
研
究
作
品
展
は
、当
館
開
館
10
周

年
を
記
念
し
て
始
ま
り
、今
年
で
25
回
目
と
な
り
ま

す
。今
回
も「
歴
史
・
人
物
」「
地
理
・
文
化
」な
ど
全

6
分
野
に
数
々
の
力
作
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
点
数
は
、小
学
校
29
校
、義
務
教
育
学
校

1
校
か
ら
、合
計
1
5
3
点
。見
ご
た
え
の
あ
る
作

品
の
中
か
ら
15 
点
を
自
由
民
権
記
念
館
特
別
賞
に

選
出
し
ま
し
た
。

1
月
25
日（
土
）に
は
表
彰
式
を
開
催
し
、自
由
民

権
記
念
館
特
別
賞
受
賞
者
や
そ
の
御
家
族
の
方
に

御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。お
祝
い
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、高
知
市
環
境
業
務
課
の
環
境
啓
発

ヒ
ー
ロ
ー「
環
境
選
隊
ク
リ
ー
ン
レ
ン
ジ
ャ
ー
」が

登
場
し
、大
い
に
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

な
お
、期
間
中
は
1
4
9
5
名
の
方
に
観
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
会
科
自
由
研
究
作
品
展
は
、当
館
開
館
10
周

年
を
記
念
し
て
始
ま
り
、今
年
で
25
回
目
と
な
り
ま

す
。今
回
も「
歴
史
・
人
物
」「
地
理
・
文
化
」な
ど
全

6
分
野
に
数
々
の
力
作
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
点
数
は
、小
学
校
29
校
、義
務
教
育
学
校

1
校
か
ら
、合
計
1
5
3
点
。見
ご
た
え
の
あ
る
作

品
の
中
か
ら
15 
点
を
自
由
民
権
記
念
館
特
別
賞
に

選
出
し
ま
し
た
。

1
月
25
日（
土
）に
は
表
彰
式
を
開
催
し
、自
由
民

権
記
念
館
特
別
賞
受
賞
者
や
そ
の
御
家
族
の
方
に

御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。お
祝
い
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、高
知
市
環
境
業
務
課
の
環
境
啓
発

ヒ
ー
ロ
ー「
環
境
選
隊
ク
リ
ー
ン
レ
ン
ジ
ャ
ー
」が

登
場
し
、大
い
に
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

な
お
、期
間
中
は
1
4
9
5
名
の
方
に
観
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令和７年１月18日（土）～２月24日（月・祝）期間 高知市教育研究会社会科部会共催

新札や最近の
出来事を書いていて
すごかったです。

（小学生）

分 野 学 校 学年 氏 名 作 品 名

環境

産業・交通

産業・交通

総合・体験

総合・体験

総合・体験

地域・福祉

地域・福祉

地域・福祉

地理・文化

地理・文化

地理・文化

歴史・人物

歴史・人物

歴史・人物

横浜新町小学校

横内小学校

高知大学教育学部附属小学校

介良潮見台小学校

高知大学教育学部附属小学校

秦小学校

一ツ橋小学校

小高坂小学校

介良潮見台小学校

高知大学教育学部附属小学校

初月小学校

久重小学校

朝倉小学校

高知大学教育学部附属小学校

横内小学校

6

2

5

3

5

5

2

4

5

2

5

6

4

6

6

片岡　彩花

茶畑　香緒

濵田　蓮斗

梶原　小町

西原　光太朗

原田　みの梨

中屋　圭佑

柏原　佑紀

黒瀬　和聡

𠮷田　光陽
富尾　篤人

山本　早穂子

山﨑　蒼大

加納　心和

茶畑　咲衣

ゴミの行方

どうろひょうしきのいみをしらべよう

とさでん交通で行こう！高知市のおすすめスポット！

「かならずおきる！南海トラフ地しん」～ひがいをへらすために～

シン・オリムピックばなし

ひいおばあちゃんの子ども時代

ほいくえんではたらくかんごしさんのおしごとをかんさつしたよ

校区の今と昔

どうして子ども食堂が続けられるか

こっきの自由けんきゅう

北栄町の一番星（コナン）

地域で採れた野菜で田舎ずしを作ろう

九州名城めぐり

私の先祖を探る

高知市の寺院の宗派

来年こんなの
してみたいね！と

親子で
盛り上がりました。

全作品、
がんばって調べ

まとめ上げた努力が、
すごく

伝わってきました。

◆
植
木
枝
盛

 『
民
権
自
由
論
』

ち
ょ
と
ご
め
ん

か
ふ
む

第25回  社会科自由研究作品展報告

来場者アンケートより

展示風景展示風景

近森コレクション
（個人蔵・当館寄託）

表彰式のアトラクション表彰式のアトラクション

自由民権記念館特別賞受賞者のみなさん自由民権記念館特別賞受賞者のみなさん

は
し
が
き

一
寸
御
免
を
蒙
り
ま
し
て
日
本
の
御
百
姓
様
日
本
の
御
商
売
人
様
日
本
の
御
細
工
人

職
人
様
其
外
士
族
様
御
医
者
様
船
頭
様
馬
か
た
様
猟
師
様
飴
売
様
お
乳
母
様
新
平

民
様
共
御
一
統
に
申
上
ま
す
る
。さ
て
あ
な
た
方
は
皆
々
御
同
様
に
一
つ
の
大
き
な
る

宝
を
。お
持
ち
で
ご
ざ
る
。こ
の
大
き
な
る
宝
と
は
何
ん
で
ご
ざ
る
歟
打
出
の
小
槌

か
。銭
の
な
る
樹
か
金
か
銀
か
珊
瑚
か
。だ
い
や
も
ん
ど
。か
但
し
ハ
別
品
の
女
房
を

云
ふ
か
才
智
す
ぐ
れ
た
る
児
子
の
事
か
。い
や
〳
〵
こ
ん
な
も
の
で
は
な
い
。ま
だ
是

等
よ
り
も
一
層
尊
ひ
一
つ
の
宝
が
ご
ざ
る
そ
れ
が
即
ち
自
由
の
権
と
申
す
も
の
じ
や
。

元
来
あ
な
た
方
の
自
由
権
利
は
仲
々
命
よ
り
も
重
き
も
の
に
て
自
由
が
無
け
れ
ば
生

き
て
も
詮
な
い
と
申
す
程
の
も
の
で
ご
ざ
る
。い
か
さ
ま
金
銀
や
珠
玉
の
話
し
で
は

あ
り
ま
す
ま
い
が
。さ
ら
ば
折
角
生
き
て
い
る
あ
な
た
方
。少
し
も
卑
屈
す
る
こ
と
な

く
此
民
権
を
張
り
自
由
を
伸
ぶ
る
が
。な
に
よ
り
の
肝
心
で
ご
ざ
ろ
ふ
。何
ぜ
と
な
ら

ば
幸
福
も
安
楽
も
民
権
を
張
り
自
由
を
伸
べ
ず
て
得
ら
る
ゝ
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
ば
こ
そ
今
此
の
書
中
に
は
右
の
民
権
を
張
り
自
由
を
伸
ぶ
べ
し
と
云
ふ
の
一
条

小
子
一
心
を
込
め
て
書
き
述
へ
た
れ
ば
。あ
な
た
方
も
亦
一
心
を
注
い
で
御
覧
下
さ
れ

　
明
治
十
二
年
三
月
十
日

　
　
三
千
五
百
万
の
末
弟

　
　
　
　
　
植
　
木
　
枝
　
盛
　
記

ち
ょ
と
ご
め
ん

し
ょ
く
に
ん
さ
ま

み
ん
さ
ま
と
も
ご
い
っ
と
う

ま
う
し
あ
げ

が
た

み
な
〳
〵
ご
ど
う
よ
う

ひ
と

お
ほ

た
か
ら

も

お
ほ

た
か
ら

な

か

う
ち
で

こ
づ
ち

ぜ
に

き

ぎ
ん

さ
ん
ご

た
ゞ

べ
つ
ひ
ん

に
よ
う
ぼ

き
ん

い

さ
い
ち

こ
ど
も

こ
と

こ
れ

ら

い
つ
そ
う
た
つ
と

ひ
と

た
か
ら

す
な
は

じ
ゆ
う

け
ん

ま
う

が
ん
ら
い

が
た

じ
ゆ
う
け
ん
り

な
か
〳
〵
い
の
ち

お
も

な

じ
ゆ
う

い

せ
ん

ま
う

ほ
ど

き
ん
ぎ
ん

し
ゆ
ぎ
よ
く

は
な

せ
っ
か
く
い

が
た

す
こ

ひ
く
つ

こ
の
み
ん
け
ん

は

じ
ゆ
う

の

か
ん
じ
ん

な

か
う
ふ
く

さ
い
わ
い

あ
ん
ら
く

み
ん
け
ん

は

じ
ゆ
う

の

え

こ
と

い
ま
こ

し
ょ
ち
ゅ
う

み
ぎ

み
ん
け
ん

は

じ
ゆ
う

の

い

い
ち
て
う

や
つ
か
れ
い
っ
し
ん

こ

か

の

が
た

い
っ
し
ん

ま
た

そ
ゝ

ご
ら
ん
く
だ

め
い
じ

ま
つ
て
い

し
る
す

そ
の
ほ
か
し
ぞ
く
さ
ま

お
い
し
ゃ
さ
ま

せ
ん
ど
う
さ
ま
う
ま

さ
ま

れ
う
し
さ
ま

あ
め
う
り
さ
ま

う
ば
さ
ま

し
ん
へ
い

に
つ
ぽ
ん

お
ん
ひ
ゃ
く
し
ょ
う
さ
ま
に
っ
ぽ
ん

に
っ
ぽ
ん

お
ん
し
ょ
う
ば
い
に
ん
さ
ま

お
ん
さ
い
く
に
ん

か
ふ
む
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Topics トピックス

令
和
3（
2
0
2
1
）年
、高
知
県
は
新
し
い『
高
知
県

史
』の
編
さ
ん
に
着
手
し
ま
し
た
。20
年
に
及
ぶ
壮
大
な

事
業
は
、ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
す
が
、令
和
9

（
2
0
2
7
）年
春
に
は
、最
初
の
巻
と
し
て
近
世
の「
資
料

編
」を
発
刊
し
、以
降
十
数
年
に
わ
た
り
、総
計
32
巻
程
度
の

21
世
紀
の『
高
知
県
史
』が
順
次
刊
行
さ
れ
る
計
画
で
す
。

こ
の
う
ち
近
代
部
会
は
、廃
藩
置
県（
1
8
7
1
年
）か
ら

第
2
次
世
界
大
戦
の
敗
戦（
1
9
4
5
年
）ま
で
の
70
年
余

り
を
扱
い
、「
資
料
編
」3
巻
と「
本
編（
通
史
編
）」2
巻
を
発

刊
す
る
予
定
で
す
。50
年
ほ
ど
前
に
出
た
前
回
の『
高
知
県

史
近
代
史
料
編
』と『
近
代
編（
本
編
）』は
、紙
数
の
制
約
も

あ
り
、内
容
面
で
は
政
治
史
中
心
、地
域
性
の
面
で
は
高
知

市
偏
重
が
色
濃
い
構
成
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
に
対
し

今
回
は
、政
治
史
に
加
え
経
済
史
、社
会
史
、文
化
史
な
ど

各
分
野
の
専
門
委
員
を
配
置
し
た
ほ
か
、各
市
町
村
の
悉

皆
的
な
調
査
に
取
り
組
み
、幅
広
い
視
点
で
の
編
さ
ん
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
県
史
を
成
就
さ
せ
る
に
は
、県
内
関
係
機
関
の
協

力
が
必
要
で
す
。特
に
近
代
史
の
編
さ
ん
に
は
、所
蔵
す
る

資
料
の
量
や
質
、研
究
成
果
の
蓄
積
か
ら
考
え
て
も
、自
由

民
権
記
念
館
と
の
連
携
は
不
可
欠
で
す
。こ
れ
ま
で
も
近
代

部
会
で
は
、同
館
を
会
場
に
全
委
員
参
加
の
合
同
調
査
を

実
施
し
、「
資
料
編
」へ
の
掲
載
を
念
頭
に
同
館
所
蔵
資
料
の

翻
刻
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
調
査
に
は
、県
外
の
大
学
院
生
が
参
加
し
た
ほ
か
、

県
内
の
大
学
生
も
歴
史
資
料
調
査
隊
と
し
て
加
わ
り
ま
し

た
。長
い
編
さ
ん
事
業
に
は
、時
宜
を
得
た
人
員
の
投
入
が

不
可
欠
で
す
。こ
の
中
か
ら
県
史
編
さ
ん
を
担
う
新
た
な
人

材
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
し
い『
高
知
県
史
』

近
代
の
編
さ
ん
に
つ
い
て

高
知
県
文
化
生
活
部
歴
史
文
化
財
課

県
史
編
さ
ん
室
専
門
員
　
坂
本
靖

高知市立自由民権記念館紀要は第27号よりHP上で
の電子公開となっており、どなたでも無料で御覧いた
だけます。

高知市立自由民権記念館紀要第26号に掲載の「植村
省馬関係資料目録」について、同一資料を2か所（請求
記号H-340とH-472、請求記号H-341とH-473）
で掲載していることが判明したため、請求記号
H-340、H-341を欠番とします。

高知市立自由民権記念館紀要
電子公開のお知らせ

高知近代史研究会第121回研究会報告
2025年2月15日（土）の研究会は「大江卓と中江兆民―天衣無縫
のヒューマニズム」と題し、当館・高知近代史研究会・早稲田大学台湾研
究所との共催で開催しました。『大江卓の研究』で第33回高知出版学術
賞を受賞した大西比呂志氏、『兆民先生他八篇』での解説が評判の梅森
直之氏による講演のほか、後半のシンポジウムでは、共催団体より早稲
田大学台湾研究所の平川幸子氏、高知近代史研究会の中村茂生会長、
当館館長が登壇し、講師のお二人と活発な意見交換を行いました。会場
やZoom配信で御参加いただ
いたみなさま、早稲田大学台
湾研究所をはじめとする関係
者のみなさまに御礼申し上げ
ます。

行 事 予 定 ◆は当館内自由民権記念館友の会事務局にお問い合わせください。（春・夏） 予定は変更になる場合があります。詳しくは自由民権記念館までお問い合わせください。

7月26日（土）14：00～15：30

■高知近代史研究会・第123回研究会
「村野藤吾と高知県知事公邸」
講師：北山めぐみ氏（高知工業高等専門学校ソーシャルデザイン学科准教授）
会場：１階民権ホール

4月29日（火・祝）15：00～16：00

◆自由民権記念館友の会総会・記念報告会
「高知県史編さん事業の概要について」
講師：目良裕昭氏(県歴史文化財課・県史編さん室チーフ）

「高知県史近代部会の取り組みについて」
講師：坂本靖氏(同・県史編さん室近代部会担当専門員）
会場：１階研修室
※総会 13：30～15：00

５月17日（土）10：00～15：00

板垣退助誕生から188年―板垣はヒーローだ！―
会場：１階アトリウム・民権ホール
ジビエ部
・講演会　10：30～11：00
　板垣に関する新商品（7月21日～販売開始）のPRとプレゼンを行います。
・商品販売　11：00～15：00
　商業高生が開発したジビエ商品を販売します。
ダンス部
・公演　14：00～14：30
　自由と板垣退助をテーマに創作ダンスを行います。

4月27日（日）10：00～11：00／13：00～14：00

講師：竹村愛氏（竹村活版室）
会場：１階研修室
対象：小・中・高校生

■企画展「わたしのまちの自由民権」関連行事
活版印刷を体験してみよう！

申込不要

申込不要

申込不要

開催中～6月1日（日）

■企画展
「わたしのまちの自由民権」
会場：2階特別展示室
※常設展・企画展共通観覧券が必要
※4月１日（火）は展示替えのため休室

７月21日（月・祝）10：30～13：30
板垣の好物から着想を得て開発した新商品の
キックオフイベントを行います。
ジビエ部　発表会　10：30～11：30
　　　　　販売会　11：30～13：30

7月下旬　10：00～12：00

■夏休み子ども歴史教室
小中学生が、館内で自由民権運動に関するクイズラリーに挑戦
※学校を通じて申込受付

ワークショップ
４月19日（土）貯金箱を作ろう！

ビーズアクセサリーを作ろう！
風鈴を作ろう！
万華鏡を作ろう！
工作をしよう！
薬箱を作ろう！

５月24日（土）
６月14日（土）
７月26日（土）

９月13日（土）
８月23日（土）

定員：各回15名
参加費：500円
会場：１階研修室

※参加者対象の
　クイズラリーあり

午前の部  10：00～12：00
午後の部  14：00～16：00

要電話
予約

□ 全国みんけん連高知大会報告
□ 企画展「わたしのまちの自由民権」開催中！
□ 第25回社会科自由研究作品展報告
□ 資料紹介 植木枝盛『民権自由論』

目録訂正のお知らせ

高知県史編さん近代部会の調査風景高知県史編さん近代部会の調査風景

6月21日（土）14：00～16：00

■高知近代史研究会総会・第122回研究会
「土佐と台湾ー産業創成に渡った人 （々仮）」
講師：平川幸子氏（早稲田大学台湾研究所客員上級研究員）
会場：１階民権ホール
※総会 13：30～13：50

民権家・横山又吉が初代校長を務めた高知商業高等学校との
コラボ企画を実施します。

コラボ企画 板垣デイズ

5月21日生

7月16日没

自 由 民 権 記 念 館 だ よ り
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